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角田　泰啓・内藤　一郎

②ドローンにさわったことがありますか？飛ばしたことはありますか？

	 1．見たこともない		  2．見たことはあるが、触れたことはない
	 3．触れたことがある　		 4．飛行させたことがある
	 5．自分でよく飛行させている

③ドローンにさわりたいですか？飛ばしたいですか？

	 1．全く思わない		  2．あまり思わない
	 3．どちらでもない		  4．思う			  5．強く思う
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④ドローンを飛ばす方法を、学びたいと思いますか？

 
	 1．全く思わない		  2．あまり思わない
	 3．どちらでもない		  4．思う			  5．強く思う

⑤ドローンを飛ばせるイベントがあれば、参加したいですか？

 	 1．全く思わない		  2．あまり思わない
	 3．どちらでもない		  4．思う			  5．強く思う
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⑥ドローンの授業を受けたいと思いますか？

  	 1．全く思わない		  2．あまり思わない
	 3．どちらでもない		  4．思う			  5．強く思う

⑦ドローンの国家資格を、取りたいと思いますか？

	 1．全く思わない		  2．あまり思わない
	 3．どちらでもない		  4．思う			  5．強く思う
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⑧ドローンは今後、活躍すると思いますか？

	 1．全く思わない		  2．あまり思わない
	 3．どちらでもない		  4．思う			  5．強く思う

⑨ドローンはどういったことに活躍できると思いますか？（複数回答可）

  
	 その他には（災害時の状況把握、人命救助、捜査、などを含む）

⑩ドローンについて思うことを、自由に描いてください。
（この問いには多くの意見が寄せられた。一部は英語や各国の母国語で記述されていた
ため、代表的な回答を抜粋して示す。）

「ドローンは危険な面もあるが、適切に使用すれば非常に便利なツールだと思う。将来
的にさらに発展すると考えている。」

「ドローンを勉強したい。」
「未来にはドローンがより広く活用されると思う。」
「ドローン技術について知りたい。」
「ドローンを使って、自分の家の周りを上空から見てみたい。」
「ドローンの活用方法について学び、将来に役立てたい。」
「ドローンで動画や写真を撮影できることは知っているが、もっと詳しく知りたい。」
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「ドローンを使って物流や農業に応用できるか学びたい。」
「実際に操作して、ドローンの仕組みを理解したい。」
「資格を取得して、仕事に活かしたい。」
 

6．考　　察

（1）外国人留学生と日本人学生の比較
外国人留学生と日本人学生の間で、ドローンの認知度や飛行経験には大きな差は見られ

なかった（質問①・②）。しかし、興味・関心については外国人留学生のほうが明らかに高く、
「触れてみたい」「学びたい」「資格を取得したい」などの意欲が強かった（質問③〜⑦）。

（2）外国人留学生の国別の比較と傾向
国別で見ると、中国とネパールの学生は認知度や操作経験が比較的高いが、中国の学生

はドローン技術の習得や実務での活用に関心を示す傾向があったのに対し、ネパールの学
生はより実用的な活用や日常生活への応用に関心を持つ傾向があった。

一方で、ミャンマーの学生は認知度・操作経験が低いが、「飛ばしてみたい」「学びたい」
といった学習意欲が非常に高い。特に新しい技術への関心が強いが、実際に操作できる機
会が少ないことが課題となる。

（3）自由記述を含むアンケート結果からみる外国人留学生の傾向
自由記述の結果、日本人学生と外国人留学生ではドローンに対する関心の方向性が異な

ることが確認された。
日本人学生（2023年度）は「写真」「撮影」「便利」など、ドローンを趣味や娯楽として

活用する視点が強かった。一方、外国人留学生（2024年度）は「学び」「知りたい」「役立
つ」といった言葉が多く、ドローンを学習や実用目的で活用したいという意欲が高いこと
が分かった。

この結果から、外国人留学生には単なる体験機会ではなく、体系的な知識の習得や実用
的なスキル向上の支援が求められる。特に、実践的な操作訓練や資格取得を支援する取り
組みが効果的と考えられる。

7．まとめ

外国人留学生と日本人学生を比較すると、日本人学生のほうがドローンに関する知識や
経験は多いが、外国人留学生のほうが学習意欲や操縦意欲が高く、実務的な活用や資格取
得への関心も強かった。国別に見ると、中国の学生は技術の習得や実務活用への関心が高
く、ネパールの学生は日常生活や身近な場面での活用に興味を持つ傾向があった。一方、
ミャンマーの学生は認知度や操作経験が低いものの、学習意欲が特に高く、実践的な体験
を求めていることが分かった。

これらの結果から、外国人留学生向けに基礎知識の習得だけでなく、実際の操縦機会を
増やすことが重要である。また、資格取得を目指す学生が一定数いることから、ドローン
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関連の資格取得支援や実践的な操作訓練の導入が有効な学習アプローチと考えられる。こ
れにより、留学生がドローン技術を体系的に学び、実社会で活用できる教育環境の整備に
つながることが期待される。

 
8．Summary

Compared to Japanese students, foreign exchange students demonstrated greater 
eagerness to understand and operate drones, along with a strong interest in obtaining 
certification and exploring the practical applications of drone technology.

However, Japanese students possessed more extensive knowledge of drones and had 
greater operational experience.

When analyzing results by nationality, Chinese students showed particular interest in 
acquiring technical skills, Nepalese students focused on applying drones in daily life, and 
Myanmar students showed strong enthusiasm for piloting.

These findings highlight the importance of providing foreign exchange students 
with practical training in drone operation. As some students aim to obtain drone 
certification, the implementation of preparatory programs for drone certification exams 
is recommended.
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多様な個の実態とニーズに寄り添う生徒支援・進路支援
－「指導」から「支援」へ－

中島　義和 i）

Student and Career Support Considering Diverse Individual 
Realities and Needs

–From “Guidance” to “Support”–
Yoshikazu Nakashima

１　はじめに

「指導」と「支援」という言葉がある。それぞれの言葉はどのように定義されているの
だろうか。学研新国語辞典（2017）によると、指導は「ある目的・方向にそって向かって
教えみちびくこと」とあり、支援は「力をそえて助けること」とある１）。また、『生徒指
導提要（令和４年12月改訂版）』（文部科学省、2022）では、生徒指導を「児童生徒が、社
会の中で自分らしく生きることができる存在へと、自発的・主体的に成長や発達する過程
を支える教育活動」であると示している２）。

本研究では、これらの定義を借りつつ、実践対象校における「教え導く指導」ではな
く、「力をそえる、支える支援」の実践について検討する。中島（2024a）で発表した内容３）

を再検討し、「指導」ではなく「支援」の
姿勢で展開する生徒支援・進路支援の良さ
を再考する。

その際に手がかりとしたいのが、 OECD
（ 経 済 協 力 開 発 機 構 ） 提 案 のEducation 
2030プロジェクト（2018）である４）５）。
OECD Education 2030 プロジェクトでは、
OECD Learning Compass 2030（図１）と
いう学習の枠組みが示されている。その
中心概念の一つがstudent agency（生徒エ
ージェンシー）である。OECD Education 
2030 では、student agencyは以下のよう
に定義づけされている。

"Student agency refers to the capacity 
to set a goal, reflect and act responsibly to 

i）FC今治高等学校　里山校／今治明徳短期大学　幼児教育学科（客員准教授）

図１　OECD Learning Compass
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effect change. Agency is defined as the ability to navigate within a learning environment 
and shape the learning journey, rather than passively receiving knowledge. It requires 
a sense of responsibility towards one’s own learning and a belief in one’s ability to 
succeed." (OECD, 2019, OECD Learning Compass 2030) ６）

つまり、student agency（生徒エージェンシー）とは、子どもたちが変化を起こすため
に、自分で目標を設定し、振り返りをしながら、責任をもって行動する能力である。また、
agency（エージェンシー）とは、単に知識を受動的に受け取るのではなく、学習環境の
中で主体的に学びを進め、自らの学習の道筋を形づくる能力と定義される。それには、自
らの学びに対する責任感と、成功できるという自己の能力への信念が求められるものとさ
れている。また、子どもたちは、社会的な文脈の中で、人々や物事、環境がより良いもの
になるように影響を与えるという責任感を持って学び、仲間・教師・家族・コミュニティ
と相互作用しながらagencyを発揮・獲得していくことが期待されているのである。

子どもたちには、多面的・多角的な視点から、当事者意識を持って、社会の多様な課題
を解決しようとする学びの経験が乏しいという実態がある。しかし、VUCA（変動性・不
確実性・複雑性・曖昧性）で示される目まぐるしく変転する予測困難な時代を生き抜く力
が子どもたちには求められており、その一つともいえるstudent agencyの育成に貢献する
学習機会を提供することが必要である。

以下に、その中で示される概念であり、実践対象校の教育とも関わる２つの概念につい
て紹介する。

（１）「変革を起こす力のあるコンピテンシー」（Transformative competencies）
それは、子どもたちが、世界に貢献し、その中で成功し、より良い未来をつくりだすた

めに必要な力であり、「新たな価値を創造する力（Creating new values）」「対立やジレン
マを克服する力（Reconciling tensions and dilemmas）」「責任ある行動をとる力（Taking 
responsibility）」から構成される。

（２）AARサイクル（AAR＝Anticipation, Action, Reflection）
それは、集団のウェルビーイングの実現達成に向けて、様々な学習や活動の中で繰り返

される「見通し、行動、振り返り」の連続した過程である。そのサイクルの中で、様々な
力を働かせながら、コンピテンシーを身に付けていくことが重要である。

見通しとは、分析的思考力や批判的思考力といった認知スキルを活用して、将来何が必
要になるか、あるいは、現時点でとった行動が将来にどのような影響を及ぼすかといった
ことを予測することである。振り返りの実践とは、決断したり、選択したり、行動する際
に、これまでわかっていたことや想定したことから一歩引いて、状況を他の異なる視点か
ら見直すことによって、客観的なスタンスをとることができることである。

見通しも振り返りも、いずれも責任ある行動の前提となるものであり、実践対象校では
その育成が求められるものと考えられる。実践校の英語科の授業は、中島（2024b）が示
すように、このAARサイクルに基づいて授業を構想している７）。

以上に示した概念を意識しつつ、本研究における「支援」のあり方を検討する。
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２　問題と目的

教員が生徒に問いかけ、生徒が主体的に気づいたり考えたりする機会をつくり、その中
で行う「支援」への生徒のとらえや教員生徒間の認識の乖離、見出される課題点に問題意
識を持った。その「支援」への生徒のとらえや教員・生徒間の認識の乖離、課題点を明ら
かにし、今後の支援のあり方を検討することを本研究の目的とする。

３　実践対象校の特徴

実践対象校および生徒の実態、教育的特徴を以下に述べる。

（１）実践対象校の実態
2024年４月に開校した普通科の高校であり、カリキュラムの半分は探究的な授業に充て

られている。この時間では、国内外のエポックメーカーらによる講座や野外体験活動等に
より、正解のない世界の中でも、自分の信念をもって目標に立ち向かい、次の歴史を切り
拓いていける新しい形のリーダーシップであるヒストリック・キャプテンシップの獲得を
目指している。この時間を確保すべく、卒業資格を得るための必修単位も77単位に抑え、
午前中の20単位時間に５教科の授業、午後を探究等の活動の時間に設定している。

（２）生徒の実態
生徒は、日本国内外から集まり、７割強が寮生活を送る。入学試験では学力試験を実施

しないため、幅広い学力層を持つ生徒が所属しており、高校としてはかなりの学力多様性
がある。第１期生は１学級17名の２学級編成となっている（定員は80名）。多くの生徒が
社会に対しての問題意識や課題解決・変革への意識や意思をもっている。探究活動である

「マイプロ」では、自身の興味・関心のある事象の探究学習・活動を実践している。筆者
が担当する英語科ではMy TAN-Qとして世界に発信する探究学習を目指している。

（３）制度的な特徴
学力試験による入学選抜は実施しない点や学年チーム担任制、教育・進路相談教員選択

制、学びの個別最適化（学び方の自己選択）、必要最小限の一斉教授、定期考査不実施、
単元テスト・課題での評価、リフレクション重視等が挙げられよう。また、互いの名前の
呼び方は入学時に呼ばれたいニックネームを生徒のみならず教員も示したり、教員のこと
を「コーチ」と称したりすることも特徴と言えよう。

学年チーム担任制の様子を示す２枚の写真を紹介したい。写真１は、前期最終日のLHR
の様子である。学年チーム担任制の意義と価値を感じる時の一つとして、LHRでの教員
からの話がある。学年担当コーチそれぞれの「キャラクター（個性）」・「キャリア（経験）」・

「メッセージ（信念）」を最大限に活用すべく、時を得てLHRを担当することを目指して
いる。写真２は３人のコーチが一斉に通知票を渡す様子である。色々なコーチが時に応じ
て色々な形で関わることを目指しており、これもそのような機会をとらえた一瞬と言える。
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写真１　前期最終日のLHRでコーチが語る様子

写真２　前期最終日にコーチが通知票を渡す様子
　

また、教育相談・進路相談コーチ（教員）選択制として図２に示したフォームやスケジ
ュールを参照されたい。
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図２　教育相談・進路相談コーチ（教員）選択制フォーム（左）とスケジュール（右）

（４）学校の特色
学校の特色として、“エラー＆ラーン”重視の生徒主体の実践的活動がある。生徒会活動、

寮運営、広報活動、まちづくり活動等、学内外のフィールドで内容も多岐にわたる。また、
特別授業の充実による生きたキャリア教育も大きな特色の一つである。編集力・抽象化力・
金融リテラシー等の養成講座やスポーツ・アート等、多様なジャンルの多様なゲスト講師
による特別講座や四国お遍路巡礼等の野外活動や環境教育からなるHDP（ヒューマンデ
ィベロップメントプログラム）、前述した「マイプロ」を含む個人探究学習や地域・社会・
企業等との連携ゼミ等を行う探究の授業等から構成される。2024年度前期には、表１に示
すように合計208時間を実施している。　
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表１　特別授業実施時間数（2024年度前期）

特別講座 野外体験 スポーツ・アート 探　究 合　計
４月  9  9  6 12 36
５月  8 16  6 23 53
６月 10 12  6 23 51

７月  5  8  5 15
オープンスクール

33

８月   3
サマーキャンプ

 3

９月  5 11
お遍路５泊６日

 9  7
オータムキャンプ

32

４　教員による「支援」の実際

（１）教員の基本姿勢
以下の３つの問いかけを基本とした、生徒の主体性を重視する姿勢で、進路・生徒「支

援」を実践する。
①「どうした？」：生徒本人が自己の状況を、自分の言葉で客観的に見つめるように促す。
②「どうしたい？」：その状況の中で、生徒が望むことや向かいたい方向を言語化するよ

うに促す。
③「コーチ（教員）に手伝えることは何かある？」：その状況を切り拓いたり、改善した

りする主体は生徒本人であるが、そこに寄り添う形で教員には何ができるのか、生徒が
教員に望む支援を考える機会を与える。

（２）生徒支援
問題事案発生時には、３つの問いかけを行う。「教師－生徒」の構造的な関係性による

「上からの指導」に陥らないように、対等な関係性での対話を重視し、教員自身がどう感じ、
どう思うかを伝える。　

（３）進路支援
生徒は多様な進路を希望しており、中には複数の進路や在学中の起業や海外留学に向け

て動いている者もおり、高校生活の日々がキャリア形成等のまっただ中という者もいる。
従って、卒業後のみに焦点を当てた進路「指導」は実態に合わない。

生徒は、個別最適な学びや多種多様な特別授業等での学びを通して、日頃からの自己の
キャリア形成や進路選択・決定を行うことになる。

教員はその際の個に応じた相談を受ける「支援」を担い、時には共に迷い悩む伴走者的
存在ともなる。
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５　研究方法

（１）対　　象
私立高校（2024年４月開校）第１学年（第１期生）生徒　計33名

（２）調査方法・内容
生徒に生徒支援および進路支援に関する質問紙調査を入学半年経過時点で実施（表２・

表３に示す質問項目参照）

（３）分析方法
質問紙調査の結果から教員の支援実践への生徒のとらえを把握し、教員の意図との乖離

や課題を見出す。

表２　質問紙調査の「生徒支援」に関する質問項目と主な回答

■「生徒支援」に関して

質　　問 回　　　答

１

あなたはFCIのコーチによる生徒
支援の基本スタンス「どうした
の？」「どうしたいの？」「コーチ
に手伝えることは何かある？」を
把握していますか。

はい 96.6%　いいえ 3.4%

２ その基本スタンスについてどのよ
うにとらえれていますか。

とてもよい 34.5%　よい 58.6%
あまりよくない 6.9%　よくない 0.0%

３ あなたはコーチによる関与につい
てどのように感じていますか。

関与しすぎている 0.9%　やや関与が多い 10.7%
適切である 85.7%　あまり関与がない 3.6%　
全く関与がない 0.0%

４ そのように感じる理由を教えてく
ださい。

〇必要に応じたヒントやきっかけ、サポートを得ることができ
るから　〇人から言われて行動したり気づいたりするのではな
く、自分で理解し、判断してできる体制があるのがよいから

５ あなたはコーチによる関与の度合
いの差を感じていますか。

とても感じる 10.7%　まあまあ感じる 39.3%
あまり感じない 42.9%　全く感じない 7.1%

６
基本スタンスを踏まえた上で、あ
なたが理想とするコーチの関与の
仕方や度合いについて考えるとこ
ろがあれば教えてください。

〇現状のように、自分たちが主体的に行動して、相談したとき
に一緒に考えたりしてくれる関わり方が理想
△もう少し「コーチが教える」や「コーチから関わる」をして
ほしい

７
あなたがこれまでの学校で経験し
てきた「指導」とFCIの「支援」
の違いはどのようなところにある
と感じますか、考えますか。

「指導」：全体に一斉、決めつけ、半強制的、監視、何も考えな
くても進んでいく感じ

「支援」：一人一人に応じて、個の希望や必要に応じて、自分か
ら動かないと得られない、人間らしくいられる

８ 学年チーム担任制についてどう考
えますか。

とてもよい 24.1%　まあまあよい 27.6　 ふつう 41.4%
あまりよくない 3.4%　全くよくない 3.4%

９ そう考える理由を教えてくださ
い。

〇色々なコーチと関わることができるから
△誰に何を話したらよいのかわかりにくいことがあるから

10 教育相談のコーチ選択制について
どう考えますか。

とてもよい 62.1%　まあまあよい 27.6%　ふつう 6.9%
あまりよくない 3.4%　全くよくない 0.0%

11 そう考える理由を教えてくださ
い。 〇話したい内容を話したいコーチに話すことができるから
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６　結　　果

質問紙調査の結果（記述式質問については代表的回答）は表２・表３に示す通りである。
生徒支援・進路支援について、生徒は概ね理解しており、肯定的にとらえていることがわ
かる。以下に記述回答を求めた質問に関する結果の詳細を示す。

質問４の「コーチによる関与の感じ方選択の理由」に関して、生徒の回答を要約すると、
必要に応じてコーチの支援が得られることや、過干渉ではないこと、自分次第の求めによ
り関与を調整できる等、自主性や自立心が養われるという理由から、適切であると感じて
いる生徒が多いようである。

質問６の「理想とするコーチの関与の仕方・度合い」については、生徒の回答によれば、
生徒と一緒に考える姿勢や生徒に任せるという姿勢から生徒にとっての自由度の高さが感
じられ、動くのは生徒自分自身であるという自覚が生まれ育てられるという良さを感じて
いるようである。この理由から現状維持でよいと感じている生徒が多い一方で、コーチの
関与をより求める生徒も一部いる。特に、あまり積極的にコーチと話さない生徒や小・中
学校での学級担任文化に肯定的な生徒、小・中学校での教員への依存度が高い生徒がこれ
に該当する。

質問７の「『指導』と実践校における『支援』の違い」に関して、「指導」のイメージと
して、以下を挙げている。

・教え込む　　　・決めつけ　　　・半強制的　　　・命令的　　　・命令に従う感じ
・全体に対して　　・怒られる　　・あれこれ指示される　　・先生の意見が絶対　
・学び方や学校生活の「型」を知る　　　・監視　　　・先生の目に敏感になりすぎる
・自分が何も考えていなくても勝手に進む　　・言われたことしかできなくなる

一方で、「支援」のイメージとして以下を挙げている。

・寄り添う　　・自由な空気　　・生徒の意志や希望に対応し、求めたら与えられる
・一人一人を対象として求められたときにサポート

表３　質問紙調査の「進路支援」に関する質問項目と主な回答
■「進路支援」に関して

質　　問 回　　　答

12
FCIでは生徒の皆さんの多様な進
路が予想されます。個別の進路相
談の機会を望みますか。

はい 93.1%　いいえ 6.9%

13 その場合も担任コーチ選択制がよ
いと考えますか。 はい 96.6%　いいえ 3.4%

14 その理由があれば教えてくださ
い。

○自分の希望の進路に必要な情報を持っている詳しいコーチに
相談できるから

15 今後どのような進路支援を希望し
ますか。 進路に関する情報や助言、学習法を与えてくれる個別相談
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・まずは生徒の好きにやらせてくれて、生徒を陰ながらサポート
・「どうしたい？」と問いかけて一緒に考えてくれる　　
・話を聞いてくれる、理解してくれようとする
・自分の意見を発言できる関係性　　・お互いに「違い」を認め合える対等な関係性
・コーチと生徒の距離感がよい　　　・気持ちが楽に→学校に行きやすくなった
・「指導」を基に「型」を考える　　  ・自分たちでやらせてくれるから成長を感じる
・過干渉でない→自分のやり方や進度を維持できる
・指示されない→自分から行動する必要がある
・個人の意識によってはこれまでできていたことをできなくさせる

質問９の「学年チーム担任制の感じ方の理由」としては、肯定的な意見としては、教員（コ
ーチ）の多様性を感じられたり、色々なコーチと関わりを持てたりすることの良さや、個
人の状況やニーズに応じてコーチを自由に選択し相談できる良さ、担任は一人という固定
概念を脱するおもしろさがある点を挙げている。一方で、やや否定的な意見としては、コ
ーチによる関与の個人差が感じられることや特定の担任がいることへの安心感や楽しさ、
わかりやすさの経験から得られる担任固定制度の価値を感じていることが挙げられる。

質問11の「教育相談コーチ選択制へのとらえの理由」としては、肯定的な意見としては、
コーチを自由に選択できることで得られる安心感（話しやすさや緊張感の低減、自分らし
さや本音を素直の表現できること）、相談したい内容とコーチの専門性の適合性、選択肢
としての多様さを挙げている。一方で、やや否定的な意見としては、公平に均等に色々な
コーチと関わる機会の必要性を感じ、特定のコーチとの関係が強くなり、他方で特定のコ
ーチとの関係が希薄になることを危惧する内容が挙げられる。

質問14の「進路相談コーチ選択制の理由」としては、肯定的な意見のみ挙げられた。相
談したい内容・ジャンルとコーチの経験・知識・専門性の適合性を挙げる回答が最も多か
った。次いで、話しやすさ・相談しやすさである。また、複数のコーチ（自分と合わない
と思うコーチとも）に相談することで新たな多様な気づきや考えが得られる良さがあるた
め、複数やできる限り多くのコーチと相談を望むという回答も得られた。

質問15の「生徒が望むコーチによる進路支援のあり方」に関しては、制度的には、個別
での相談の機会の設定を望み、中には時間制限なしでの設定を求める声もあった。コーチ
の態度や具体的なニーズとしては、「個人の将来の希望に寄り添ってほしい」「介入しすぎ
ず手伝ってほしい」「ともに考えてほしい、一緒に調べてほしい」「自分に合っていること
を教えてほしい」「進路選択の助言がほしい」「学習時間の設定の仕方や計画表の作成につ
いて相談にのってほしい」という内容が挙げられた。

７　考　　察

生徒の中には、小・中学校での負の経験から「指導」に対して「一方的」「半強制的」「命
令的」「教師の監視の下にあるもの」というイメージを持っている者がいる。それに対して、
実践対象校での教員の「支援」に対しては実感として、「自由」「精神的安心感」が得られ
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ているという回答が多く、教員は「希望への対応」に「必要に応じて」応えてくれる存在
であり、適切な「関係性」と「距離感」を保って、「陰ながら」あるいは「一緒に」問題
解決に携わる存在として、概ね肯定的にとらえているようである。

この「支援」を核とした教育体制の構築や学校文化の醸成が、生徒教員間の信頼関係構
築、生徒の安心感創出、学習・探究活動や進路選択への主体性向上、教員間の密な連携（報
告・相談・連絡の徹底）、ひいては教員の同僚性構築やチームビルディングに貢献する可
能性が示唆される。

８　成果と課題

（１）成　　果
学校理念に基づく教員の「支援」実践を生徒に調査することで、生徒の実態やニーズを

可視化し、教員側の課題を見出すことができた点は意義深い。また、結果から、「指導」
ではなく「支援」の実践に対して、生徒からの肯定的な評価が得られたことは成果である。

（２）課　　題
一部の生徒には小・中学校時代の体制との違いへの困惑が見られた。その困惑を和らげ

るべく、教員間の情報共有をより密にし、学年チーム担任制や生徒・進路相談の教員選択
制の一層の機能強化を図る必要がある。また、教員による関与の度合いや対応の違いの改
善や学年・発達段階の違いにおける支援や関与の度合いやあり方を検討することも重要で
あろう。

９　おわりに

多様な生徒個々の実態とニーズに寄り添う、対話に基づく丁寧な「支援」の重要性と成
果を改めて実感した。生徒の実態やニーズに即した「支援」は、生徒の主体的・自発的な
成長を促進する重要な要素となり得る。また、それは、教員の生徒理解を深め、生徒が抱
える多様な諸問題への対応力を育てる機会ともなるし、対話力やコーチング力、忍耐力の
向上や同僚性構築やチームビルディングにも貢献するものとなるであろう。生徒への関与
バランスを考えつつ、多様な個に向き合う、実践的な進路・生徒「支援力」がこれからま
すます教員に求められる時代であり、本研究をさらに深め、生徒の成長により貢献する「生
徒支援・進路支援」のあり方を実践から構築していくことを目指したい。

Summary

This study examines efforts to adopt a "supportive" approach in career and student 
guidance at a newly established high school, based on a questionnaire survey of students. 
The findings indicate that transitioning from traditional "Guidance" to "Support" that 
addresses the diverse needs of students was generally well-received. It is anticipated 
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that fostering an educational system and school culture centered on support will build 
trust between students and teachers, enhance students’ sense of security, and promote 
their independence in learning, inquiry, and career decision-making.
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